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「この御業 が神 の業 か どう

か，心 に疑いを持っている人が
律 いた ら

，最 も豊かな実である順 い

がだれにで も与 えられるということ

の重要性 について，深 く考えてみてい

ただ きたいのです。確 かに，復 活は，

神の恵みによりあ らゆる人々に授け ら

れるものですが，それ以上 に，福音の

原則 を受 け入 れ，その原則 に従 って生

活す ることによ り，昇栄 と永遠の命に

あずかれるという輝か しい教えで もあ

るのです。わたしはそのことに心か ら

感謝 の気持 ちを抱 い てい ます 。」

(1995年8月30日 。 英国ノッチ ンガ

ムで行われた ファイヤサイ ド

鑓 、 にて)
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幸福への道

「主の道は幸福への道

.で す。悪事は決 して幸福

を生 じたことがありませ

ん。背 きも決して幸福を

生 じた ことはあ りませ

重

灘気
ζ

磐
曇罹

ん。罪 も，不従順 も

幸 福 を 生 じ

帝
婆鰻

戴避

転
鞭

ま

歴 蕪'雪 ・

膨

彰

∴1瀞1弩 ∵
まビ 　 　

壌麟 》

た ことはないのです。幸福への道 とは

主の道 に従 うことです。わたしはそれ

を心の底 か ら信 じてい ます。『モルモ

ン書』全体 を貫 くメッセージがあると

した ら，それは この偉大で比類のない

メッセージです。すなわち，民が義 に

かなった生活 をしているときには，幸
ひとたび

福で繁栄 してい ましたが，一度，悪事
ありさま

に陥って しまうと，悲惨 な有様 とな り，

戦いに走 り，貧困と問題 を抱 えなが ら

生活 していたということです。 このテ

ーマは 『モルモ ン書』全体に流れてい

ます。 『モルモン書』の時代 にそれが

真実であったように，現在で もそれは

真実です。この教会の民 にとって幸福

への道とは，主の道 に従 うことなので

す。」(1996年2月18日 。 ハ ワイ州オア

フ島で行われた地区大会にて)
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わた した ちは聖約 の民で す

「わたしたちは聖約の民です。そ し

て， これは非常 に重大なことです。こ

の教会が回復 され，主がその回復の 目

的を宣言 されたとき，主は，回復の理

由の一つ は，主の永遠の聖約が打ち立

て られること，言い換えれば，再び打

ち立て られることである と言われまし

た。… ・・さて，この神権 時代にあって，

その永遠の聖約はすでに確立されて
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います。実際，わた したちはバプテス

マを受けたときに，その聖約 を交わし

ました。わた したちは，文字 どお り，

神 の聖 な る家族 の一員 となったので

す。神の子供たちは皆 ，神の家族の一

員ではあ りますが，すばらしい ことに，

ある意味では，神 と神 の聖約の子孫 と

の間には，特別 な関係が存在 します。
せいさん

わた したちは聖餐 を頂 く度 に，わ

た したち一人一人のためのその命をさ

さげて くださった神の御子の犠牲を思

い起こすだけではな く，それに加えて，
み な

自分 自身にイエス ・キ リス トの御名 を

受け，その戒め を守 ると改めて聖約 し
み たま

ます。する と，主は聖なる御霊 を祝福

としてわた したちに授けてくださる と

聖約 して くださっています。わたした

ちは聖約の民です。そ して，その聖約

に伴 う義務 は偉大 な もの なのです。」

(1996年6月14日 。デ ンマーク，コペ ン

ハーゲンで行われたファイヤサイドにて)

ジ ョセ ブ ・ス ミス の信仰

「ジ ョセブが 〔森の中へ〕入 って行

った ときには， まだ少年でした。わた

しは時々，主が なぜ14歳 の少年を森の

中に招 き入れ られたのか，不思議 に思

うことがあ りました。なぜ，主は 〔ジ

ョセ ブが〕20歳 や30歳 ，40歳 に なるま

で，お待 ちにならなかったので しょう

か。そうすれば，年齢 とともにそれな

りに成長していて風格 も出ていたで し

ょう。 しか し， ジョセブは森の中へ入

り，主はそれをよしとされて，ジ ョセ

ブの問いにお答 えにな りました。それ

は，少年 ジョセブが主 に完全な信頼 を

寄せて森の中へ入ったか らです。ジ ョ

セブの心の中には一片の疑 いもあ りま

せんで した。ジ ョセブはこの時のこと

を，だれか知恵 を必要 とする者がい る

とすれば，それはまさ しく自分であ り，

その知恵を願い求めることにした， と



言っています。祈 りの結果 として何か
かんぺき

が起 こるだろ うという完壁な自信があ

ったのです。わた したちには，ジ ョセ

ブが どのような祈 りをささげたのか，

その記録 はあ りませ んが，ジョセブが

問いかけ，その後，言葉のや りとりが

あったことは知っています。そ して，

ジ ョセブ ・ス ミスはその問に，それが

どれ くらいの時聞だったかは分か りま

せ んが，神の本質について，実に多 く

のことを学んだのでした。あ らゆる時

代の博識 な聖職者 たちが学んできたこ

とを合 わせても，決 して及ばないほ ど

多 くのことを学んだのです。」(1996年

7月12日 。 ニューヨーク州 ロチェスタ

ーで行われた宣教師集会にて)

家 族 の宣言

「わた したちはなぜ今， このような

家族 の宣言を出すので しょうか。それ

は，家族が今危機 にさらされているか

らです。世界中， どこを見て も家族が

崩壊 しています。社会の改善 を始める

べ き場所 は家庭 の中にあります。子供

は，おおかた，教 えられ るとお り行動

するものです。わた したちは，家族 を

強めることによって，世界をより良い

もの とす る努力 をしているのです。」

(1996年5月18日 。 東京で行われた記者

会見 にて)

配 偶者 に対 す る虐待

「妻 たちを優 しく扱 って ください。

この世の大 きな悲 しみの一つに，あ ら

ゆる国々で幾世代にもわたって人 々の

問に見 られる事例があ ります。それは，

妻に対す る虐待です。 自分の子供の母

親である妻を虐待す る者は，神権 を受

けるにふ さわしくあ りません。どうぞ，

妻に対 し，愛 と敬意 と感謝の気持ちを

表 して ください。皆 さんが天の王国で

最高の栄光に到達す るためには，皆さ

はんりよ

んの伴侶 と手に手 を取 ってそ こまで歩

いて行かなければな らないのです。主

がその ことを明らかにされています。」

(1gg6年6月14日 。 デ ンマークのコペ ン

ハーゲ ンで行われたファイヤサイ ドに

て)

青 少年 の皆 さんへ

「皆さんはすば らしい世代です。皆

さんの内には，偉 大な，す ばらしい，

善い ことを行 うための大 きな力が備 わ

っています。 どんな人 であ ろうとも，

皆 さんのそのような行いのじゃまをし

た り，妨害 した りす るこ とは許 されま

せん。また，皆 さんを傷つけた り，痛

みをもたらした りす る可能性 のある冒

険には，それが どんな ものであっても，

決 して足 を踏み入 れないで くだ さい。

『賛美歌』 にあ るように，「力尽 くし

霊尽 くし 自由のため 戦え」 という

精神 で，義をな して ください(151番)。

もし今 自分がかかわっていることが間

違 った方向 に進 み始 めて いる とした

ら，そこから抜 け出 して，かかわ りを

絶って ください。勇気 をもって義を行

い，主 に頼 って ください。そ うすれば，

主はすば らしい方法で皆 さんを祝福 し

て くだ さることで しょう。」(1996年4

月14日 。 コロラド州デンバーで行われ

た青少年 の集会 にて)

教 育

「わた したちの教会は，教育 に非常

に大 きな力 を入れています。教会には

非常 に興味深い現象が見 られ ます。最：

近の研究で，教会員 の教育が高ければ

高いほど，教会で活発に活動 している

ことが分かったのです。これは非常 に

意義のあることだ と考えています。多

くの人々が，宗教 とい うのは教養 もな

く生活に安定 も見 られない人々のため

の場所 でしかない と考えています。 し
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かし，先ほ どの研究か らは，一般的に

言 って，教育の レベルが高ければ高い

ほど，教会には活発 に集 うという結果

が出てい ます。わたしとしては，これ

はすばらしいことだ と考 えます。非常

に重要 な事実 を示 しているか らです。」

(1995年8月28日 。 ロ ン ドン ・ニュー

ス ・サー ビスのロー レンス ・スパイサ

ーとのイ ンタービューで)

祝 福師 の祝福

「神権指導者 の皆 さんにお願いしま

す。祝福 師の祝福の重要性 を理解で き

る年齢に達 しているすべての人が祝福

師の祝福 を受けるよう，彼 らを励 まし

て くだ さい。わたしは， 自分の受けた

祝福師の祝福 を， 自分の人生で最 も神

聖なものの一つ と考 えています。祝福

師の祝福 は，それを受けるにふさわ し

い生活を しているすべての教会員に と

って，ほか に類 を見 ない，神聖で個人

的なす ば らしい祝福 になるはずです。

兄弟の皆 さん， とりわけ監督会の皆 さ

ん， どうぞ，このことについて会員 と

よく話 し合って，適切な助言を して く

ださい。 また，わた しは，祝福師の皆

さんが，祝福師 としての神聖な召 しを

果たす に当たって，皆さんの手 を人 々

の頭の上に置 くとき，祝福 されて主の

霊感 と啓示が授け られるよう，心から

望んでいます。神権の権能 と祝福 師の

職 と召 しとにより，主イエス ・キリス
み な

トの御名に よって祝福 師の祝福が授け

られるとき，それは，ほかに類 を見な

い，個人的なすばらしい祝福 となるの

です。」(1996年4月20日 。 ユタ州ス ミ

ズフィール ド ・ローガン地区大会の神

権指導者会 にて)

宣教 師として奉仕する ことで もた

らされる祝福

「伝道を終えてからこれまでのわた



しの人生で，すばらしいことがた くさ

ん起 こりましたが，その出発点 は，す

べて，この地でわた しが宣教師 として

働いた経験 にまでさかのぼることがで

きます。」(1995年8月27日 。 イギ リス，

ロンドンのハイ ドパーク教会堂の再奉

献式 にて)

神 殿 と神 殿結婚

「〔神殿は〕何 と荘厳で美 しい建物

で しょうか。 しか し，この建物がどれ

ほど美 しかろうと， この建物 自体 は，

目標 に到 達す るための手段 で しかな

く，建物 自体が 目標 なのではあ りませ

ん。この神殿が建て られ，奉献 された

のは，この時代 に主が啓示された神聖

な儀式を執 り行 うためです。その神聖

な儀式の中には，この世か ら永遠にわ

たっても続 く結婚 の儀式があ ります。

この世界の どこを探 しても，その よう

な儀式はほかに存在 しません。 わた し

は，皆さんが結婚について希望 を抱 く

とき，皆 さんが人生で決 して誤 った道

にそれることが ないように，主 の宮 で

結婚する とい う決意 をしてほ しいと願

っています。」(1996年3月24日 。 カ リ

フォルニア州サンディエゴの独 身成人

のためのファイヤサイ ドにて)

若い女性の皆さんへ
こんにち

「わた しは，今 日，ここに集ってい

る若い女性の皆 さんに申し上げたい と

思い ます。この世で 自分が置かれてい

る境遇について決して劣等感 を持った

りしないで ください。皆 さんは神 の娘

です。わた しは，天のお父様が，その

息子たちと同 じようにその娘 たちをも

愛 して くださっているこ とを，よく知

っています。頭を上 げて堅 く立 ち，義

と信仰，徳 と真理の中で歩んで くださ

い。 自分 を卑下 した り，安売 りした り

しないで ください。皆 さんは神の娘な

のです。愛する若い女性の皆 さん， ど

うぞ，神聖 な受け継 ぎにふさわ しい生

活 をして くだ さい。皆 さんはいかなる

意味で も劣 っていませ ん。福音の計画

の下で，皆 さんは神の娘なのです。わ

たしたちは皆，この偉大な神の計画の

中で，果たすべ き役割が与えられてい

ます。与え られた召 しや才能，責任 を

尊 び，またわた したちの内にある優れ

た特質 を尊び，それ を大いなる もの と

することがわたしたちの責務なのです。」

(1995年10月29日 。 アイダホ州 レック

スバーグで行 われたリックス大学地区

大会にて)

安息日を守ること

「安息日は実に大切な日です。この

日は，エホバがこの地球と地球にかか

わるすべてのものを創造 されたとき，
み わざ

その御業が最高点に達 したことを表す

ものです。 天地創造が完了 した とき，

エホバ はこれを御覧になって，良 しと

され，安息 日に休息 を取 られ ました。

さて，わた しは，教会員の皆 さんに，

日曜 日には買い物 をしない ように，お

願い したい と思 います。 『わた しが多

少買い物 をした ところで，それほ ど大

した ことではあるまい』 と言う人 もあ

るか もしれません。 しか し，それは皆

さんにとっても，皆 さんの模範 を見 て

いる子供たちにとって も，大 きな影響

があ るのです。一部の地域で見 られる

ような 日曜 日に買い物をす る習慣 を取

り入れない ようにしようではあ りませ

んか。」(1996年2月24日 。 ノースカロ

ライナ州シャーロッ トで開かれた地区

大会の神権指導者会 にて)

けい けん

敬 度
せいさん

「わた したちは聖餐会にもっと力 を

入れ，あ らゆる意味で礼拝 の時間とす

る必要があ ります。敬慶な精神 を培い，

聖徒の道/1997年8月 号

6

礼拝堂に入 るときに静かで敬慶で思慮

深 い態度を養って ください。過度 にざ

わついた音が聞こえます。わた したち

は社交的な人間ですが，礼拝堂の中に

まで，大 きな声 で社交活動を持ち込 ま

ない よう願 ってい ます。」(1996年4月

27日 。 ペ ンシルベニァ州 ピッッバーグ

の地区大会 にて)

い か な る とき で も福 音 に従 って生

き るこ と

「皆 さんが信 じている宗教 は，1週

間に7日 間実践す る教 えです。 日曜 日

だけの教 えで も，教会 にいる3時 間だ

けの教 えで も，セ ミナ リーにいるとき

だけの教 えでもあ りません。 どんなと

きで も，1日24時 間，1週 間に7日 間，1

年 間に365日 ， 実践 す る教 えです 。」

(1996年1月13日 。 ユタ州パ ロワンで行

われた青少年のためのファイヤサ イ ド

にて)

人 生の意 昧

「皆 さんは人生の 目的 も意味 も知っ

ています。皆 さんは永遠の計画の中で，

この地上に来る前 にも目的をもって生

活 していま した。 この世 に来ることは

使命であって，単 なる経験ではなかっ

たのです。わた したちはいつの 日にか，

幕のかなたに行 きますが，それで も進

歩 と成長を続け ます。イエス ・キ リス

トの福音が回復 されたために，わた し

たちは人生の意味をはっき りと把握 し

てい ます。人生の意味についてわた し

たちほ どはっき りとした概念を持って

いる人々を，わた しはほか に知 りませ

ん。」(1996年3月24日 。 カリフォルニ

ア州サ ンデ ィエ ゴで行われたヤ ングァ

ダル トのファイヤサイ ドにて)

子供たち

「子供たちは両親を敬う必要があり





ザ イ 一 ル か ら 主 の 宮 へ
クテカ ・カムレテ
ILLUSTRATEDBY」ERRYTHOMPSON

た しは，妻 の ナ ンブワ ・ア ンボ，そ して二 人の息

わ 子カバ ンバ，カム レテ とともに中央アフリカのザ
イール(訳 注 現 コンゴ民主共和国)に 住んでいます。

わたしたちは皆教会員です。三男のブンビは1996年12月

にこの世を去 りました。

時々教会の機関誌で，大 きな犠牲を払って神殿 に参入

する会員たちについての記事 を読むことがあ ります。信

じ難いような出来事が起こり，神殿に参入す る助けとな

る様子にいつも感嘆 しています。 しかし， 自分にも同様

の出来事が起 ころうとは想像 もしていませんでした。

キンスカにあるわた したちの家は，もっとも近い神殿

のある南 アフリカか ら遠 く離 れた場所 に位置 していま

す。わた しはよ く，「神殿推薦状 をもらって何になるだ

ろう， どのみち神殿 に行 く経済的な余裕などないのだか

ら」 と思 った ものです。 しか し，1994年 ，ハ ワー ド・

W・ ハ ンター大管長か ら，た とえ神殿か ら遠 く離れた場

所に住んでいても，すべてのふ さわ しい教会員は神殿推

薦状 を受けるようにとの勧告がなされました(『 聖徒 の

道』1994年11月 号，p.6参照)。 大管長の言葉がわた しの

心に強 く響 き，わたしは支部長に面接 を申し込みました。

しかしその ときはまだ，天の御父がわたしのためにすば

らしい祝福 を備 えてくださっているとは知る由もあ りま

せんでした。

わた しはザ イールの国民議会議員の下で働いてい ま

す。1995年 の暮れ，彼は北朝鮮訪問の招待 を受けました。

公式訪問を申請するために必要な書類 にすべて記入 した

とき，同行者の名簿にはわたしの名前も含 まれていまし

た。しか し，ザイール政府はこの計画を承認しませんで

した。それか ら，政府の承認を得 るため上司の長期間に

わたる交渉が始まったのです。

わた しは，計画が承認 され 自分の名前が リス トに残る

よう，神権指導者たちに一緒に祈 って くれるように頼み

ま した。4か 月がたち計画は承認されました。その とき

リス トに残 っていたのは上司 とわたしの名前だけでした。

わたしは胸の高鳴る思いが しました。 しかし，北朝鮮

には神殿がないことを知っていたので，今回の訪問がわ

た しにとってどれほど重要であるか まだ理解 していませ

んでした。訪問が許可された という知 らせ を受けたとき，

心の中に次の言葉が静かにささやかれました。「急 ぎな

さい。訪問の日程 にスイスを加 えなさい。」そのとき初

めて，もしかした らスイス神殿 に行けるかもしれない と

気がついたのです。

早速わたしは上司の ところに行 き，北朝鮮への往復は

スイス経由に してはどうかと進言 しました。彼に異論は

なかったので，航空チケットと通過する各国へのビザの

申請手続 きを取 りました。信 じられないことに，ビザが

届 くとほどん どの国が短期 間の通過ビザのみ発行 したの

に引き替え，スイスだけは一か月間滞在で きる観光ビザ

を送ってくれたのです。

わた したち二人はザイールをたち無事北朝鮮 に到着 し
み

ました。天父はいつ もわた しとともにおられました。御
こと ば

言葉に従 って生活 し，回復 された福音の良 き模範となる

強さを与 えて くださいました。季節が冬だったため，何

度も熱いお茶を勧め られました。 しかし，わたしはいつ

も知恵の言葉に忠実に従いました。北朝鮮の高官たちと

テーブルを囲むとき，彼 らは皆ティーカップやコーヒー
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フrイ ー

ノーフー の

ンエFジ ヤ
ヘ ン嬰一 続

一
，

サシ ターソン鮮
ウ ィリア ム ・G・ 八一 トリー

歳 に な るヘ ン リー ・サ ン ダ

薫$ 一 ソ ン は
， コ ネチ カ ッ ト州

か らイ リノイ州 ノー ブ ー に向か う旅

の途 中 で， 自分 が 鉄道 を走 る列 車 に

乗 って い るの か， 車輪 付 きの ボー ト

に乗 っ てい る のか 分 か らな くな りま

した。

1842年9月 の ことです。 ペ ン シルベ

ニアの森は赤や黄色に染まりかけていました。ヘンリー

は両親と二人の妹 とともに，アルゲー二台地を越える列

車に乗 り込みました。客車をけん引 していたのは，蒸気

で走 る普通の汽車でしたが，客車はボー トになっていて，

下に車輪が付いていました。列車が台地の頂上に近づ く

と，機関士はけん引車 を外 し，客車をケーブルにつなぎ

ます。ケーブルが巻 き上げられて客車が台地のいちばん

高い所 に着 くと，機関士はケーブルを外 しました。する

と客車はエ ンジンの力 をまった く借 りずに.台地の反対側

の斜面を滑 り降 りて行 きました。そ してヘンリーの最後

の冒険が始まります。そうです。車輪の外 されたボー ト

が運河に浮かぶのです。そのボー トは運河沿いの引 き船

道を歩 く馬によってペ ンシルベニア州 ピッツバーグまで

引かれて行 きました。

ヘ ンリーはピッツバーグでの滞在が一冬だけの短い も

のであるのを知っていました。両親であるジェームズ と

メアリー ・ジェーンが数か月前 に末 日聖徒 イエス ・キリ

ス ト教会に加わ り，皆でノーブーに行 くところなのです。

ヘ ンリーはこの引 っ越 しをうれ しく思

ってい ました。前 に住んでいた コネチ

カ ッ トのノーウォー クでは，両親がバ

プテスマを受けたことで近所 の男

の子たちか らい じめ られていた

か らです。ヘ ンリーは， ピッ

ッバーグでは父親の靴 を作 る

仕事 を手伝 いました。靴作 り

の仕事は父親か ら教 わったのです。

次の年の晩春，サンダーソン家 は蒸気船に

乗 ってオハ イオ川 を下 り，ミシシッピ川に出ま

した。 そ して1843年 の 夏 に ノー ブ ー に着 きます 。

ヘンリ'一は14歳 ，ノーブーの町は入植後まだ4年 しかた

っていませんで した。ノーブーには新 しい建物がた くさ

ん建 っていましたが，そのほとん どが小 さな木造の家で，

大 きなれんがの家は点々と見 られる程度でした。そ して

町の西側を囲むようにして ミシシッピ川の三 日月形の湾

曲部が広がっています。

ノーブーに着 くと，ヘ ンリーは丘に登 り，神殿用地を

訪れました。そ して，60セ ンチの高さの囲いの外 を回り

ながら，神殿の建物が空に向かって建ってい く様子を眺

めました。 また，2階 が教会の本部になっているれんが

造 りの店にも入ってみました。 メインス トリー トには，

れんが造 りの郵便局 とメリウェザーの店 もあ りました。

サンダー ソン家 はメインス トリー ト沿いの，川か ら2

ブロック目，ジョセブ ・スミスの家の隣…です。反対側 の
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隣 は シ ドニ ー ・リグ ドンの家 で した。ヘ ンリーの両 親 は，

ジ ョセ ブ ・ス ミス の新 しい家 であ るマ ンシ ョンハ ウス と

シ ドニー ・リグ ドンの家の 間の丸木 の家 に住 む こ とに し

たのです。ヘ ンリーは職人 たちが マ シシ ョンハ ウスの最

後 の仕上 げをす るの を眺 めま した。 ス ミス家 はそ こをホ

テル と して9月 に開店す る予定 で した。

ヘ ンリーは預 言者 ジ ョセ ブの息子 た ち と遊 び ま した。

い ちばん上 の子 が ジ ョセ ブ ・ス ミス3世 で，ヘ ン リー よ

り3歳 年下 です。 ヘ ンリー はシ ドニー ・リグ ドンの 同年代

の息子，アル ジャノンとジ ョン ・Wの 親友 にな りました。

ノーブーで は，男 は子供 も含 めて，10日 ご とに建 築 プ
じゅうぶん

ロジェク トに参加することによ り什 分の一 を.ささげる

ことになっていました。「わたしは父 と一緒に10日 ごと

に神殿に行 き，作業 をした。」ヘ ンリーはそう書いてい

ます。「石切 り場で作業す ることもあれば，神殿用地で

の仕事のこともあった。」

預言者ジョセブと知 り合いで預言者が大好 きだったヘ

ンリーはこう書いています。「よく預言者の家に行って

子供たちと遊んだ。預言者が一緒になって遊んで くれる

こともあった。ボールでゲームをしたときも，預言者が

加わ りました。」

ジョセブ ・ス ミスがカーセージに向かってノーブーを

去るとき，ヘンリーは預言者の家の外 にいました。15歳

のときのことです。ヘ ンリーはジ ョセブが見知 らぬ人 と
つえ

握手 を交わし，杖 を交換 しているのを目撃 しています。

そ してジョセブは，馬にまたがって行ってしまいました。

ヘ ンリーが生 きている預言者を見たのはそれが最後で し

た。やがてヘ ンリーはカーセージの監獄か らの悲 しい知

らせ を聞 くことにな ります。「だれかが 『預言者が殺 さ

れた』 と叫びながら，家の前を走 って行った。」

それか ら1，2日 後，ヘンリーはほかの大勢の人々とと

あるとき，ヘ ンリーの親友であるリグ ドン家の息子た

ち，アルジャノンとジョンがヘンリーを訪ねてやって来

ました。ジョセブ ・スミスの副管長であった父親が教会

を去ることを決意 したため，ペンシルベニヤ州ピッッバ

ーグに行 くのだそうです。ヘンリーはこう書いています。

「さようならを言う最後の会話の中で，二人はいつか必

ず教会 に戻るか らと言ってくれた。……彼 らはまじめな

子たちだったか ら何か知 らせがあるだろうと何年 も待 っ

たが，何 も言って来なかった。」(ジ ョン ・リグ ドンは亡

くなる直前の1904年 ，教会に再加入 している。)

靴店のべ ッツ氏は前年のミシシッピ川の洪水に見舞わ

れた農場を復興するため，ヘンリーの父i親を派遣 しまし

た。そこでヘンリーは家族全員でその農場に移 り，「大変

立派な丸木の家」に住み ました。そ して土地を耕 し，種

をまき，すばらしい実 りを迎えます。 ところが夏の暑さ

のせいでしょうか。河川流域 に広がった伝染病(恐 らくマ
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ラリア)が家族 を襲いました。そして病状の最 も重かった

父親が，1845年9月16日 に亡 くな りました。41歳 でした。

16歳 になったヘ ンリーは母親 と4歳 の下の妹 メアリ

ー ・ジェー ンとともにノーブーに戻 ります。上の妹マリ

アは残ってベ ッツ家族のために働 くことになりました。

しばらくして，まだ体が完全 に快復 していなかったヘ

ンリーは，妹を連れにセントルイスにやって来ます。船の

切符は片道だけ買って，帰 りの船賃は船で働いて捻出する

つもりで した。セントルイスへの便では機関助手の仕事を

しました。燃料の運搬や荷物の積み下ろしの仕事です。

ノーブーへの帰 りの便では3等 調理士 として働 きまし

た。こう書いています。「キャビンボーイが客室から下

げてきた食器 を洗 う仕事だった。」ヘ ンリーはこの仕事

が好 きで した。残 り物にあ りつけたか らです。それは普

段食べているものより上等なものでした。 また手つかず

で戻 される皿 もあ りました。規則では川に捨てることに

なっていましたが，ヘ ンリーはキャビンボーイによく食

べさせ ました。

年のわ りには体の大 きかったヘンリーは，ノーブー軍

団に入 りました。彼は 「ブラック隊長の隊」に登録 され

ています。ノーブーの内外でモルモンに対 して敵意を持

った隣i人たちが聖徒 たちを悩ませ始めていたころのこと

です。将校たちはまだ10代 のヘ ンリーに銃 を与え，ヘン

リーは夜通し見張 りに立つこともあ りました。ヘ ンリー

は暴徒がいつ襲って来るか分か らないような緊迫 した中

でも，喜んでこの任務 を果たしました。

1846年 の初め，ヘンリーが17歳 のときに聖徒たちはノ
ほろ

一ブーを追われました。アイオワへの幌馬車での旅のた

めに，ヘ ンリーはジョナサ ン ・C・ ライ トから雑用係 と

して雇 われます。そして御者 として働 きました。ヘ ンリ

ーはこの仕事 も好 きでした。で も一つだけ嫌なことは，

ライ ト氏か ら馬は歩かせるだけで，走 らせたり競走をさ

せたりしてはならないと言われたことでした。

ヘ ンリーがライ ト家族 とアイオワ州カウンシルブラッ

フスで野営をしていたとき，合衆国陸軍の新兵募集係が

やって来 ました。ヘンリーはこう記 しています。 「わた

しは仲間に，彼は一人 も応募が得 られないだろうと言っ

た。」 ところがブリガム ・ヤングが草ぶ きのあずま屋で

集会を開 き，メキシコ戦争のために500人 か ら成るモル

モン大隊を募ることを発表 しました。ヘ ンリーはその召

しにこたえるべ きだと思い，陸軍に加わります。ライ ト

氏は働 き手 を失って憤慨 しました。ヘンリーはこう書い

ています。「(ライ ト氏は)怒 りを表 にし，行かせないと

言った。」しか しヘ ンリーは行きました。政府の基準であ

る18歳 には達 していませんで したが，大丈夫でした。「背

はもうほとんど伸び切っていたので，難な く合格できた。」

翌年の夏，18歳 になった彼はモルモン大隊の行軍の終

了 とともにカリフォルニアを離れ，グレー ト・ソル トレ
ーク盆地に入 ります。1847年 の開拓者が到着 した直後の

ことです。そ してヘ ンリーは家族との再会を願い，その

年遅 くブリガム ・ヤ ングの隊 とともにウィンタークォー

ターズに向かいました。

3年後の1850年 ，ヘ ンリーは家族 とともに西部への旅

路 をた どります。その後結婚 して，ユタ州のフィルモア

のユニオンフォー トやフェァビューで生活しました。成

人してからは農業 を営むとともに，教師や靴屋 としても

働 きました。□

この記事はユタ州ソルトレーク シティーにある末日聖徒イエス キリ

スト教会記録保管課所蔵 「ヘンリー ウィークス サンターソン自伝」

を基に書かれました。







ほど大切 にしたか，のいずれの側面か

ら調べて も興味深いものがあ ります。

例えば，『教義 と聖約』 には，十二

使徒定員会の初代会長であった トーマ

ス ・B・ マー シュに対 して与 えられた

指示が6つ の章 に記 されています。マ

ーシュは 「教会員 にとっての医者 とな

る」(教 義 と聖約31：10)べ き人であ
の

ると告げ られ，全世界 に福音 を宣べ伝

えるとい う十二使徒会の使命 を果たす

ために彼 らを導 くとい う大 きな責任 を

与 えられていました。彼 は教会 を擁護

するため に多 くのことを堪え忍び まし

た。けれ ども結局，高慢 な心 を抑え切

れずに，当時のあつれ きや争 いの中で

教会を捨ててしまいました。

トーマス ・B・ マーシュと対照的だ

ったのは定員会の先任順 では下位にあ

ったブ リガム ・ヤ ングで した。ブリガ

ム ・ヤ ングは幾度か，預言者の言葉に

心を留めるようこの短気 な会長をいさ

めてい ます。あるときブ リガム ・ヤ ン

グは，十二使徒会が人々の注 目を引 く

ような機会 を与 えられていないことを

気 にしていたマー シュ会長 に対 して，

「わた したちは忠実であれ ば，いつか，
み まえ

……すべての力 を得 て，神の御前 にお

いてそれをどのように使 うべ きかを知

らされ るで しょう」2と述べ ています。

別の折 に，ジョセブ ・ス ミスが下 した

決定 に不満 を漏 らしたマー シュ会 長

は，ブリガム ・ヤングか ら次の ような

勧告を受けた ことを自ら記録 に残 して

います。「『トーマス兄弟，あなたが教

会 を導いているのですか。』 わた しは

『そ うではあ りません』 と答 えた。す

ると彼 は 『であれば，決定についてあ

れこれ言 うのをおやめになったらいか

がですか。』」3

しか し， トーマス ・マー シュはロ出

しするのをやめ られませ んで した。神

権 とい う建物 を構成する一つ一つの石

が正 しく並べ換え られる調整 と試 しの

ときに，彼は主の言葉に心 を留めるの

をやめました。その結果，王国におけ

る地位を失ってしまい ました。これ と

は逆 に，ブリガム ・ヤングは決 して迷

うことな く信仰 を貫 きました。そ して，

王国の偉大な建設者，福音の伝道者 と

な ったのです。それ は まさに トーマ

ス ・B・ マーシュが熱心に求めていた

もので した。

トーマス ・B・ マー シュは背教後，

長い年月を経て，教会 に戻 ることを許

してほしいという気持 ちを教会員の前

で切 々と訴 えました。彼 自身の言葉の

中か ら，教会か ら切 り離 され ることが

どれほどの苦痛 と損失を招 くかを知 る

ことがで きます。 「わた しは自分が何

をしたかを知ってい ます。わた しは使

命 を与 えられ ましたが，それを果たし

ませ んで した。その ことに気づ くのが

遅す ぎました。わた しに代わって別の

人がその使命 を果た しています。主 は

わた しがいな くても十分 にやっていけ

ること，わたしが教会を去ることが主

にとっては何の損失で もないことを知

りました。それに比べてわた しが失っ

た もの はこの上 な く大 きい もので し

た。」4

トーマス ・B・ マーシュは最終的に

教会員の資格 を再び得ることがで きま

した。けれ ども，失 った機会を取 り戻

すことはで きませ んで した。

自尊心が災 いして，教会 にとどまる

ことを選ぶのではな く，迷い出ること

を選んで しまった人々の話 はほか にも

あ ります。教義 と聖約第52章 に登場す

るサ イモ ンズ ・ライダーは教会が組織

されて間もな く教会に加 わ りま した。

それか ら幾 らも時 を経 ないうちに彼は

背教 しました。そ して，つい には冬の

寒い日に暴徒 を先導 してジ ョセブ ・ス

ミスとシドニー ・リグ ドンを力ず くで

家か ら連 れ出 し，二人 に暴行 を加 え，

熱いタールを浴 びせるような暴挙 を行

ったのです。5ラ イダーが教会 を去っ

たのは，教会の文書に記 された彼 の名

前 のつ づ りが 間違 ってい たためで し

た。ライダーは神聖な文書であればつ

づ りの間違い など起こるはずがないと

考 えて，教会の資料に対 して疑問を抱
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くようになったのが発端で した。6

教 義 と聖約第50章 と第52章 に名前が

登場するジョセブ ・ウェイクフィール

ドも同 じような理由か ら，預言者の言

葉 に耳 をふ さぎました。彼 は 『聖書』

の翻訳の仕事を終えたジョセブ ・ス ミ

スが子供たち と遊んでいるのを目にし

て，預言者たる者がその ようなことを

するはず がない と考 えま した。7ラ イ

ダーと同様 にウェイクフィール ドも教

会を去 り，彼の名前は二度 と記録に現

れませんで した。

第124章 に名前が記 されているアル

モ ン ・バビッ トはノーブー時代の教会

の著名な指導者 で，ステーク会長 と教

会の法律顧 問を務め ました。バ ビッド

兄弟 は名声 を博 し，才能 に恵まれてい

たに もかかわらず，着実 な歩み を続 け

ることができませ んで した。彼 は教会

に活発だった り，そ うでなかった りの

生活を何度 も繰 り返 しました。8

このほかに，第55章 を受けたウィリ

アム ・W・ フェルプス も教会を離れま

したが，後に教会 に戻って，王 国のた

めに貢献 しました。 フェルプス兄弟 が

加担 した ミズー リでの迫害 によって，

預言者 は危う く一命 を落 とす ところで

した。フェルプス兄弟は 自分がどの よ

うな ことを したか を承知 してい たた

め， ジョセブ ・ス ミスに対 して熱心に

和解 を願い出ました。その結果，悔い
ゆる

改め と赦 しの力が発揮 されました。 こ

れは教会 を迷い出た人々に対する一つ

の模範です。自分の非 を悔いたウィリ

アムは預言者に，赦 しを求め，再 び聖

徒 たちと交わることを許 して くれるよ

う願い求 めました。そしてジ ョセブは

気軽 に，また寛大な心でその両方を認

めました。9

道 を踏み外 した人々の物語 はた くさ

んあ ります。 しか し，道 を踏み外 さな

かった静かな英雄たちの物語 も少な く

と もそ れ と同 じ数 だ け はあ ります。

『教義 と聖約』 にその名を記 されて は

いませんが，預言者に きわめて患実だ

った家族の母親であるポリー ・ナイ ト
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はミズー リで亡 くなった最初の末 日聖

徒 となり，教会歴史にその名 をとどめ

ることにな りました。 ミズーリに定着

するため旅 を続 けていたポリーは，途

中で病状が悪化 しました。この とき川

を渡 るために舟 に乗 っていた息子のニ

ューエルが舟を降りて母親のひつぎを

作 るための材木 を買 いに行か されたほ

ど，事態 は深刻で した。 しか しポリー

は最後 まで旅 を続ける と言 い張 って，

ついにミズー リの集合の地 に着 きまし

たが，間もな く息を引 き取 りました。

ミズーリで妻 を埋葬 したジ ョセブ ・

ナイ トはこの ように記録 しています。

「わた したちは森 の中に場所 を見つけ

て妻 を埋葬 した。それか ら数 日後 に，

スティーブン ・マーカムはカーセージ

の監獄に捕らわれていたジョセブ ・ス

ミスを訪れようとしたが，不法な謀略

をたくらんでいた護衛に押 し戻され

た。マーカムは護衛たちに銃剣でひど

く突ぎ刺されたために，ブーツからあ

ぶれるほどの血を流 した。

埋葬 した場所を訪れてみると，墓の周

囲が掘 り返 されていた。野生の豚の仕

業だ。そのころのわたしは，体 の具合
おの

が芳 しくなかったが，翌 日，斧 を手に

して墓地へ行 き，墓 の周囲に小 さな さ

くを巡 らした。 これが妻のためにして

やれた最後 の仕事だった。」10主は彼女

が信仰ゆえにささげた犠牲 を心 に留め

られました。ポリー ・ナイ トが亡 くな

ってか ら間 もな くして，主は ジ ョセ

ブ ・ス ミスに この よ うに言われ ま し

た。「死ぬ者はその労苦 をすべて解 か

れて休み，彼 らの業 は彼 らについて行

くか らである。そ して，彼 らは，わた

しが彼 らのために用意 した父の住 まい

で冠 を受けるであろう。」(教 義 と聖約

59：2)

大 声 を上げて周囲の注 目を集 めな く

とも，忠実であるがゆえに人々の問で

その名を知 られるようになった人 もい

ます。その ような人 々の中に，教義 と

聖約第99章 を受 けたジョン ・マー ドッ

クの名を見いだすことができます。彼

はこのように告げ られま した。「永遠

の福音 を宣言する……また，数年の後，

あなたがわたしに願 うならば，あなた

も良い土地に上って行って受け継 ぎを

得 ることができる。」(教 義 と聖約99：

1，7)ジ ョン ・マー ドックは実に6度

にわたって伝道に召 されました。彼が

どれほど大 きな犠牲 を払 ったかは，初

期の聖徒たちの集合地であった，オハ

イオ州 カー トランド， ミズーリ州，イ

リノイ州においてそれぞれの地に妻 を

埋葬 した という事実か らうかがい知る

ことができます。11こ れ らの犠牲 は信

仰 をもって堪え忍 んだジ ョン ・マー ド

ックと妻たちの遺産 と言 うことができ

るで しょう。

『教義 と聖約』の8つ の章 にその名

を記録 されている預言者の弟サ ミュエ

ルは， ジョセブとハイラムが殉教 した

1か 月後 に亡 くなって，カーセー ジに

お ける第3の 殉教者 とな りま した。サ

ミュエルは兄 たちを救出するために，

大胆 にもカーセージに向かって馬を走

らせま した。そ して，暴徒 に追いかけ

られて，傷 を負わされました。 この衝
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突が原因で亡 くなったのです。サ ミュ

エルが到着 したときにはすでに兄 たち

は殺されてい ました。サ ミュエルは兄 ，

たちの遺体 をノーブーに運んだ後，問

もな く死亡 しました。12
けんそん

主の預言者の言葉に謙遜に聞 き従 っ

た静 かな英雄 たちは， このほかに も

『教義 と聖約』の歴史の中に しっか り

と足跡 を残 しています。デ ィミック ・

ハンティン トンは，時には苦痛を強い

られなが らも力を尽 くして預言者に忠

実に仕 え，預言者か ら大いに感謝され

た人で した。13デ ィミックの父親ウィ

リアムは，預言者の身代わ りとなって

預言者のベ ッドにもぐり込み，だまさ

れたことを知 った暴徒 から狂 った よう

に袋だた きにされました♂4

ス ティーブン ・マーカムも，忠誠 を

尽 くした人々の感動あふれる物語に登

場す る人物の一人です。彼の名は預言

者の生涯の後半に出て きて，その後預

言者が命 を脅か されたほ とん どの場面

で，預言者に付 き添 ったマーカムの名

を目にす ることができます。ジ ョセブ

が ミズーリで投獄 された とき，スティ

ーブン ・マーカムはジョセブの家族を

イ リノイまで無事に連れて行 くという

任務 を果た しています。15イ リノイ州

にいたジ ョセブが ミズー リ州から来た

二人の警官によ り不法に留置 され，虐

待 されたとき，警官に公然 と反抗 し，

人間として恥ずべ き行為 であると言っ
ら ち

て非難 し，預言者がミズーリ州に拉致

されるのを阻止 したのは，スティーブ

ン ・.マーカムで した。16カーセージで，

預言者の服 を自分の服 と交換 して，預

言者 を逃 れさせたのもマーカム兄弟で

した。17ま た，預言者が暗殺された 日，

マーカム兄弟 はウィラー ド ・リチ ャー

ズのために薬を手に入れて監獄へ戻ろ

うとしていました。ところが，護衛た

ちは不法 な謀略 をた くらんで いたた

め，銃剣 を向けてマーカム兄弟が監獄

に入るのを許 さず，それでも預言者た

ちのもとへ戻 ろうとす る彼 を強制的に

退去させました。銃剣で突つかれ なが

ら馬 に乗せ られたマーカム兄弟 は，何

度 も銃剣で刺されたため，ブーツか ら

あふれ るほ どの血を流 しました。18ジ

ョセブ ・ス ミスの最後の 日記には預言

の言葉が記 されていますが， これはジ

ョセブがステ ィーブ ン ・マーカムに語

った ものです。「もしわた しとハイラ

ムが再び捕 らえ られるようなことがあ

れば，わたしたちは虐殺されることで

しょう。」19マーカム兄弟が預言者を心

か ら愛 していたことは，この預言の成

就を阻止 しようとする勇敢 な行動 に表

れています。

種 まきのた とえに出て くる種 のよう

に，主 と主の預言者 の言葉 は人々の心

の上 にまかれま した。た とえの土の よ

うに，ある人々はそれらの言葉を心の

中で育て，ほかの人々は育てようとし

ませ んで した。わた したちの歴史に登

場す る人々の生涯が語 りかけているの

はこの ようなメ ッセージです。わた し

たち も心に留めるか，無視す るかの選

択 を してい ます。 わた した ちはジ ョ

ン ・マー ドックが示 した忠実 さを模範

にすることもで きます し，アルモン ・

バ ビットが示 したようなどっちつかず

の態度 をとることもできます。ブリガ

ム ・ヤングの ように忍耐強 く謙遜であ

ることもできます し， トーマス ・マー

シュのようにおご り高ぶることもで き

ます。サイモ ンズ ・ライダーやジ ョセ

ブ ・ウェイクフィール ドのようにささ

いなことで気分を害することもできま

す し，それ らを超越 して，サ ミュエ

ル ・スミス，ポ リー ・ナイ ト，ハ ンテ

ィン トン親子，ステ ィーブ ン ・マーカ

ムの ように忠実に仕えることもで きま

す。たとえ道 を踏み外 して も， ウィリ

ァム ・W・ フェルプスの ように悔 い改

めることがで きます。

わたしたちは，心 を留めて従 うなら

ば，過去の時代 に忠実であった人々と

同じように，いつまで も実 りをもたら

す ことができます。 もし，心 を留めな

ければ，切 り落 とされて，根 とのつ な

が りがな くなるために枯れて しまいま
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す。けれどもわた したちは王国の実 り

豊かな木の一部 となるための機会を選

ばなければな りませ ん。この木 につな

が るか どうかはわた したちの選択にか

かっているのです。□
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あかし

おなかすいてないの?」 と尋ねて きました。 さらに証の

時間になると，11歳 の娘が立って，母がビールを飲むの

をやめて教会に戻って来てくれたのでうれしいです，と

証をしました。 目立たないようにと思っていたのに，こ

れで もうお しまいです。

後で監督 と会い，宗紀評議会が もう一度開かれること

を知 らされました。緊張 もし，怖い気持ちもしましたが，

きちんとけ じめをつけるべ きだと思いました。監督 と初

めて面接 をして以来，それまでに経験 したことのない喜

びを感 じていたのです。物の見方が変わ り始めたのでし

ょうか。 自分の生活を，そ して家族や友人をもっともっ

と愛するようになったのです。以前は残 りの人生をビー

ルなしで過ごすなんてとて も考 えられないと思っていま

した。でもそのときからほぼ毎日，心に希望がわいて く

るのを覚えるようにな りました。

わたしが不安 になった一つの理由は，副監督の一人が

息子の友達の父親だったことです。わた しの過去の罪 を

聞いたら，息子 さんをわた しの家ではもう遊ばせないと

おっしゃるだろうと思いました。で も，そう感じられる

のなら仕方がない。わたしはそう決心 しました。自分の

人生で最 も大切なこと，つまり教会の会員 としての資格

を完全な形で回復することを阻むものは何 もあ りません

でした。

宗紀評議会の少 し前，わた しは初めて総大会の模様 を

ラジオで聞きました。その中でハワー ド・W・ ハンター

大管長がこうおっしゃいました。「罪を犯 した人々，心

に傷を負った人々にはこう伝えたい と思います。戻って

来て ください。悔い改めの道は，時には厳 しいものがあ
ゆる

りますが，人を高め，完全 な赦 しへ と導いてくれます。」

(『聖徒の道』1995年1月 号，p.9)大 管長がわたしに直接

語 りかけて くださっているように感 じました。わたしは

心の中でこう言いました。「わた しは戻 ります。約束 し

ます。」ハ ンター大管長はわた しにとって特別な方です。

わた しが心か ら耳 を傾けた最初の預言者だか らです。

愛の評議会

宗紀評議会の夜が とうとうやって来 ました。監督会の
み

方々とともにひざまずいて祈 りなが ら，わたしは強い御
たま

霊の力 と，兄弟姉妹 としての言い尽 くせ ない愛 を感 じま

した。この方々はわたしのことについて以前から知って

いらっしゃるわけではあ りません。でもわたしには，彼

らの思いや りと愛が伝わってきました。でも，息子の友

達の父親が話を切 り出しにくそうにしてお られたときに

は，わたしの息子とはもう遊ばせないと言うための口実

を見つけようとしてお られるのだと思いました。ところ

が，彼 はこう言われたのです。「あなたの息子 さんやほ

かのお子さんたちはとてもいいお子さんですね。あんな

すばらしいお子 さんですか ら， さぞかし立派なご両親だ

ろうと思います。」

評議会の最後 に監督がこう言われました。「あなたを

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の資格ある教会員として

認めます。」その言葉 を聞いたとき，わた しは大 きな喜

びを覚えました。

家に帰 ったわた しは，家族にすべてを話 し， ともに笑

いたい，泣きたいと思いました。でもみんなもう寝てい

ました。そこでわた しは天の御父に祈 りました。御父の

愛 と思いや りに対 して，義にかなったさば きつかさとし

て働いて くださった尊敬する方々に対 して，これまで力

になって くれた家族や友人に対 して，そしてわたしが人

生の中で受けているそのほかのあらゆる祝福に対 して感

謝をささげました。

ところがその日の真夜中，夫 もわたしも目を覚 まし，

家の中に悪霊の存在を感 じました。それは監督室で御霊

を感 じたときと同 じような強さで迫ってきました。わた

しはサ タンの存在 を感 じたのです。わたしはベ ッドに横

たわりながら，教会に戻ることによって自分がサタンを

怒 らせたことに気づ きました。わた しは全力で祈 りまし

た。すると間もな く，サ タンが去 るのが分か りました。

夫 とようや く話がで きたのは，翌 日の夕方，家か ら50

キロ離れた町まで夫を迎えに行 った ときのことです。そ

の町から戻 る車の中で，夫はこう尋ねました。「夕べは

何があったんだろう。」

夫の考えは，人が罪を犯 したときは，それは本人 と神

との間の関係で，他人は関与すべきでない というもので

した。ですか ら，前の晩はただ教会の集会に行 くとしか

言 っていなかったのです。わたしは監督室での出来事を

すべて話 しました。そのとき感 じた愛 と慰めの気持ち，

そ して教会 の会員としての完全 な資格 を得たことを彼に

打 ち明けたのです。また，天の御父が悔い改めとい う制

度を用意して，子供たちが生活 を正せるようにして くだ

さっていることを証 しました。それに，わたしの取った

行動をサタンが快 く思っていないために，夕べ二人 とも

サタンの力 を感 じたことを話 しました。また，この家に
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神権があったらと思 うけれ ど，なくても御父はわたした

ちの家族を見守ってくださることも話 しました。そして
み な

最後にイエス ・キ リス トの御名に よって話 を終えま し

た。そうした方がいいと強 く感 じたからです。

夫は家 に着 くまで一言 も口にしませんで した。でも，

最後 にこう言ったのです。「君の言うこと，正 しい と思

うよ。」

悔い改めの実

教会に戻ってか らた くさんの祝福がわたしと家族に注

がれました。
じゅうぶん

什 分の一 を完全に納め ようと決心 したとき，わたし

は夫に話すのをためらい ました。我が家の財政は夫が担

当してい ましたし，借金の返済をしようとしているとき

に支出が増えることは歓迎 されないだろうと考えたか ら

です。そのことについて話 し合 うために断食 し，祈 るこ

とにしました。

わたしは戒めについて，また戒めを守ることによって

受ける祝福 について夫に説明 しようと準備をしました。

ところがいざ話そうとす る と，「どれほ ど夫を愛 してい

るか」「福音によって夫がすばらしい人間であることを

どれほど悟ったか」が口をついて出てきました。そ して，

彼の妻 として誇 りにできることの数々を話 しました。ま

た，夫が教会に加わ らな くて も，これからもずっと彼を

愛し続けてい くことを伝えました。

わた しは自分 自身の幸福のことばかり考えて1β夫

が疎外感を覚えていることに気づかなかっため1∴ 、

です。

夫はめったに涙を見せない人です。その彼が泣いてい

ましたか ら，心 に深 く感 じるものがあったのでしょう。

夫はわたしを失 うことを恐れていました。わた しが正 し

い生活に戻れば，わたしの方で夫を必要 としなくなるの

ではと考 えていたのです。わたしを十分に助けることが

できないことから，夫 としての資格に欠けると考えてい

たようです。

わたしは自分 自身の幸福のことばか り考えて，夫が疎

外感を覚えていることに気づ きませんで した。天父は夫

の最 も必要 としていることを話し合えるように導いて く

ださったのです。

やがて什分の一のことを話す時が来ました。夫はこれ

以上請求が増えないのであれば納めてもよいと言って く

れ ました。 どうした らよいかは分か りませんで したが，

わたしは1995年1月 を什分の一を納める最初の月に決め

ました。そ してその元旦の日，教会か ら帰 って4歳 の娘

の服を脱がせていたときに，水ぼうそうが出ているのに

気づ きました。

娘が保育所に行けないので，わたしは夜勤の同僚に電

話をしてシフトを交替 してもらうことにしました。夜勤

であれは， 日中家 にいられるか らです。そ して2週 間後

に受け取った給料の明細を見 ると，本来ならば保育所に

支払わなければならなかったはずの金額 と什分の一は同

じ額だったのです。それか ら2週間後，予想 どお り2歳の

子が水 ぼうそうになりました。そのときも別の人 とシフ

トを交替す ることができました。 わた

縣 総
，しは，天父が什分の一を納める方法

、、があることをわたしに教 えて く

離 さ・てい るの だと思い ま し
llた。 什分 の一 はそ の と き以 来

繕

讐盟

懸 臨 .、

撫停



欠かさず納めることがで きています。

わた しは教会に行 くのは好きでしたが，再活発化のあ

る時点で，気持ちが完全 には安 らいでいないのを感 じて
あかし

いました。正 しいことをしているとの心からの証が必要

だったのです。「わた しは子供のために教会に戻ったの

か。両親のためか。それとも自己満足のためか。福音に

ついて証 を持つ とは，正確には どうい うことなのだろ

う。」そう考えていました。
せいさん

わた しは聖餐会で会員の方々が述べる証に熱心 に耳を

傾けました。そして自分の証が本物かどうか考えました。

そんなある日曜 日のこと，福音 の基礎 クラスの教師が，

証 を得るために しなければな らないたった一つ のこと

は，イエス ・キリス トが生きておられ，この教会 を管理

しておられるとの信仰を持つことだと教えてくれました。
ほお

わたしはその言葉に強 く心を打たれ，涙が頬を伝 いま

した。その信仰ならわたしにもあったからです。わたし

はイエス ・キリス トが生 きておられ，わた しを愛 してく

ださり，教会 を管理 してお られることを知っていました。

それだけでなく，宗紀評議会や祈 り，知恵の言葉，指導

者が神によって召 されていることも信 じてい ました。そ

の日，わたしは自分にも証があった との思いを抱 きなが

ら帰宅 しました。

再活発化へのわたしの思い

大勢の方々か ら 「何がきっかけで戻れたの」 とよく聞

かれます。以前は備 えがで きたときに，すばらしい監督

さんが電話 をかけて くださったか らと答えていました。

でも，今になって思 うのは，再活発化のプロセスはもっ

と前に始 まっていたのではないかということです。

両親はわたしにとって，義 と正直，誠実さと愛の模範

で した。彼 らはわたしに正 しい原則 を教えて くれました。

またわたしは，神権を尊 び模範によって人を導 く人々と

ともに生活 し，働いてきました。その中の大勢の方々が

時間を取ってわたしの疑問に答 えて くださったのです。

12人 のお子さんを持つ近所のご家族は，上の二人の子

供を何度も何度 も食事や家庭の夕べ，教会の活動に招待

してくださいました。近所の方々は，我が家が音楽のボ

リュームをもっと下げて くれたらとか，パーティーをも

っと早めに切 り上げて くれたらとか きっと思われたこと

で しょう。で も，何一つ苦情はおっしゃいませんで した。

いかなる時点であれ，もしわた しが教会に行 っていない

ことを理由に近所の方 々から疎外感 を味わっていたら，

監督か らの申 し出に心 を開 くことはなかったで しょう。

単に隣人を愛することか らた くさんの祝福が得 られたの

です。

わた しが運転 している車は中古車で，買った ときから

ルームライ トがつ きませんでした。 日中は何で もないの

ですが，夜，暗い中を運転するときは少々不安でした。

何か書いてあるものを読む必要があるときは，街灯の下

に車を止めて読まなければならなかったからです。また，

物 を落 とす と探すのが大変で した。ルームライ トがない

というのは実に不便な ものでした。で も，その不便 さに

慣れて しまっていました。

あるとき友達にその車を貸 したら，ライ トを付けて返

して くださいました。電球は1ド ル もしな くて，1分足 ら

ずで交換できたそうです。すば らしい変化でした。 これ

までよくライ トなしでい られた ものだと思います。

それか ら数週間のうちに，「ようや くルームライ トが
み たま

新 しくなったことは，ついに御霊の光を得たことと似て

いる」 と，考えられるようになりました。わた しは自分

の人生 はこれでいいと思っていました。 しかし現実は，

御霊の光がなくて苦しんでいたのです。暗い車の中に入

って行 くときの恐れは，悔い改めをせずに死ぬ ときの恐

れを思い起 こさせ ます。 また，物が読めるように街灯の

光 を求めることは，信頼できる友人と福音 について話 し

合 うことと同 じです。でも，その ような借 り物の光は，

いつで も頼 りにできるものではあ りません。暗が りで物

をなくす ことは福音の原則 を忘れることに似 ています。

そ してそれは，御霊の光がない ときによく起 こります。

わた しはルームライ トがないままでも車 を運転 し，生活

することがで きました。でも，平安や導 き，理解 といっ

た祝福は得 られませんでした。光を元に戻す きっかけと

なったのは悔い改めで した。監督とお会い し，教会に再

び出席するようになって，そのプロセスが始まったので

す。

わたしは最近神殿に参入 し，霊的にさらに強められま

した。今は，まだ十分に光を得てい らっしゃらない方々

に，わたしの知っていることをお伝えできればと願って

います。夫は時々教会の活動に出席 してお り，会員の皆

さんはいろいろな形で歓迎 して くださっています。わた

しは，天父 と御子イエス ・キリス トと教会員の皆様に感

謝 しています。 この方々はかつてのわた しではなく，将

来のわたしの姿 を見て くださったのです。□
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角屋ご家族

さわ しくないのではないかという気持

ちを感 じました。それは,こ れまで地

方部長 として働いてきた日々を思い返

して,自 分は,こ の地の人々に十分な

働 きをしてきただろうかという自責の

念があったか らです。 しか し,召 しは

ふさわ しい者 となるために与 えられる

とい う言葉 を聞いて,こ の召 しを引 き

受ける決心 をしました。

先祖たちの偉大な信仰に

励まされ

今年の4月 にソル トレークを訪問 し,

以前,福 岡伝道部の部長 をしておられ

たフィゲ レス兄弟に,ソ ル トレーク神

殿や,宣 教師訓練センター,ま た,各

地に点在するワー ドやステークセ ンタ

ーを案内していただ く機会がありまし

た。 この訪問により,教 会の基 を築い

た偉大 な先祖 たちの信仰 と大 きな犠

牲,勇 気,力 に触れ,主 が確か に生

きてお られ,こ の教会 を導いて くださ
あかし

っているという証 を強めることができ

ました。･

わた しは,こ のステークが｢シ オン

の隅石 となるようにわたしが設けたも

のであ り,宮 殿のような優美 さをもっ

て磨き上げ られる｣(教 義 と聖約124

2)と い う言葉 どお り,こ の地に住 む

聖徒の方々とともに主の業を進めてい

きたい と思います。そ して,こ こに住

む人々が,信 仰 を強め,福 音の喜びを

実感 し,家 庭,支 部,ワ ー ドの中でい

っそうの霊性,一 致,愛 をは ぐくみ,

キ リス トのような人格を築 くことがで

きるように,ま たすべての人をキリス

トの もとへ導 きキリス トの愛 で養 うこ

とがで きるようになる と信 じてい ま

す。(す みや みつのり)

角屋光典ステーク会長

の紹介

1950年 福岡県に生まれる。1973

年 に改宗。岡山大学法文学部卒業。

1979年 に市橋久美子姉妹と結婚。5

人の子供がいる。現在 三井海上火災

保険株式会社八代支社長。教会にあっ

ては,こ れまで地方部の部長 副部長,

地方部評議員,支 部長,長 老定員会会

長 書記などの責任を果たしてきた。

長嶺ワー ド所属。

新たに組織された長崎地方部

熊本地方部の分割を受けて,

新たに長崎地方部が組織され

た。長崎地方部は,旧 熊本地
いさはや

方部の長崎支部,諌 早支部,

佐世保支部に加え,福 岡ステ
ークより編入された佐賀支部

の4ユ ニットで構成される。ま
さい き つよし

た地方部長として才木 剛兄弟

(写真中央)が 召された。第一
おおひらはつひろ

副部長には大平八紘兄弟(写真
いし い けん

左)が,第 二副部長には石共健
や

也兄弟(写 真右)が 召され,そ

の任に当たる。
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角屋ご家族

瓢

さわしくないのではないか とい う気持

ちを感 じま した。それは,こ れまで地

方部長として働いてきた日々を思い返

して,自 分 は,こ の地の人々に十分な

働 きを してきただろうかという自責の

念があったか らです。 しか し,召 しは

ふさわ しい者 となるために与えられる

という言葉を聞いて,こ の召 しを引 き

受ける決心 をしました。

先祖たちの偉大な信仰に

励まされ

今年の4月 にソル トレークを訪問 し,

以前,福 岡伝道部の部長をしてお られ

たフィゲレス兄弟 に,ソ ル トレーク神

殿や,宣 教師訓練セ ンター,ま た,各

地に点在するワー ドやステークセ ンタ

ーを案内していただく機会があ りまし

た。この訪問により,教 会の基 を築い

た偉大 な先祖 たちの信 仰 と大 きな犠

牲,勇 気,力 に触 れ,主 が確 かに生

きてお られ,こ の教会 を導いて くださ
あかし

っているという証 を強めることができ

ました。･

わ たしは,こ のステークが｢シ オン

の隅石 となるようにわたしが設けたも

のであ り,宮 殿のような優美さをもっ

て磨 き上げ られる｣(教 義 と聖約124:

2)と い う言葉 どお り,こ の地に住む

聖徒の方々 とともに主の業 を進めてい

きたい と思います。そ して,こ こに住

む人々が,信 仰を強め,福 音の喜びを

実感し,家 庭,支 部,ワ ー ドの中でい

っそ うの霊性,一 致,愛 をは ぐくみ,

キ リス トの ような人格 を築 くことがで

きるように,ま たすべ ての人をキリス

トのもとへ導きキリス トの愛で養 うこ

とが で きる ようになる と信 じて いま

す。(す みや みつの り)

角屋光典ステーク会長

の紹介

1950年 福岡県に生まれる。1973

年に改宗。岡山大学法文学部卒業。

1979年 に市橋久美子姉妹と結婚。5

人の子供がいる。現在,三 井海上火災

保険株式会社八代支社長。教会にあっ

ては,こ れまで地方部の部長 副部長,

地方部評議員,支 部長,長 老定員会会

長 書記などの責任を果たしてきた。

長嶺ワー ド所属。

新たに組織された長崎地方部

熊本地方部の分割を受けて,

新たに長崎地方部が組織され

た。長崎地方部は,旧 熊本地
いさはや

方部の長崎支部,諌 早支部,

佐世保支部に加え,福 岡ステ
ークより編入された佐賀支部

の4ユ ニットで構成される。ま
さい き つよし

た地方部長として才木 剛兄弟

(写真中央)が 召された。第一
おおひらはつひろ

副部長には大平八紘兄弟(写真
いし い けん

左)が,第 二副部長には石井健
や

也兄弟(写 真右)が 召され,そ

の任に当たる。
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とって宣教 師の言葉は とて も新鮮で,

なぜか懐か しい響 きが しました。わた

しは福音 をスポ ンジのように吸収 して

い きました。す ぐにジ ョセブ･ス ミス

の体験 を信 じ,『 モルモ ン書』 を信 じ

バプテスマを決意 しました。

長崎支部の兄弟姉妹たちは,ひ げを

そ り髪を切ったわた しの姿 を見 るまで

はほん とうに改宗するとは信 じて くれ

なかったようですが,1975年7月4日 に

バプテスマを受けました。問題は,わ

た しがクリスチャンになることを知 っ

た父が勘当する と言ったことで した。

その当時,わ た しは長崎市内に下宿 し

ていましたが,バ プテスマを受けると

す ぐに実家に帰 りました。なぜ なら宣

教師が｢こ の福音は家族を幸福 にする｣

と言った言葉 を信 じたか らです。父は
ひとこと

同 じ家 にい るのに3か 月間一言 も口を

利いて くれませんで した。

宣教師の言葉の結果 はどうかという

と,両 親は大学卒業後,伝 道に出るこ

とを認め,結 婚 も祝福 して くれました。

今では,両 親 と同居 して8年 がたちま

した。両親の改宗 はまだですが,約3

年 前テレビの全国放送の｢大 家族の夏

休み｣と いう番組に一緒に出演 した り

して,と てもにぎやかに楽 しく生活 し

ています。宣教師の言葉はほん とうで

した。福音は心か ら行動するとき,わ

たしたちを真の幸福へ と導いて くれま

す。

わたしは改宗後,様 々な体験をしま

した。それらを通 じて心か らの揺 るぎ
あかし

ない証 を申し上げます。ジョセブ･ス

ミスは確 かに1820年 に天父 と御子 にま

みえま した。そして,そ のことはすで

に予任 されていた ことでした。大勢の

生者 も死者 もまだ前世にいる霊たちも

待 ちわびた出来事でした。そして,福

音の回復が起こ りました。また主の再

臨に備 えるためこの教会が回復 されま

した。そ して,ヒ ンクレー大管長 は生

ける主の預言者です。

最後 に,愛 す る妻 と8入 の子供たち

に感謝 します。妻 とは前世から友であ

み たま

ったと思います。御霊が妻 との出会い

を導いて くれました。わたしはほんと

うに永遠の家族になりたいと願 ってい

ます。この福音はわたしにとって宝で

す。欠点や弱点 の多いわたしですが,

この福音 により,主 に近づ くことによ

り,変 わることがで きると信 じていま

す。(さ いき･つ よし)

才木剛地方部長

の紹介
1954年 長崎県諌早市に生まれる。

1975年 長崎にて改宗。長崎大学経済

学部卒業。名古屋伝道部で宣教師とし

て伝道する。1979年 に門司優子姉妹

と結婚。2人 の息子と6人 の娘がいる。

能力開発を専門とする教育関係の会社

に勤務。これまで支部長,高 等評議員,

ステーク伝道部長,大 祭司グループリ
ーダー ,伝 道主任,神 権会･日 曜学校

の教師,ボ ーイスカウ ト隊長などの責

任を果たしてきた。諌早支部所属。

..........................................................

400回 の講演を重ねて
あかし

講演活動と著作によって神様を証できる喜び

熊本ステーク長嶺ワー ド

野尻千穂子

わ
た しは1987年 に,夫 とともにバ

プテスマ を受けました。わた し
せきずい

は12歳 の夏,脊 髄の手術 を受け,そ の

結果,胸 か ら下のまひ した体で暮 らし

ています。そんなわた しですが,恵 ま

れて結婚 し,一 人の娘 の母にもなれま

した。

わたしが初めて神の存在を心で感 じ

ることがで きたのは,娘 の産声 を聞け

たときです。胸か ら下が まひした体な

のに,わ たしは自然分娩で赤ちゃんが

産めたのです。｢オ ギ ャー｣と 泣 くわ
み て

が子の産声 を聞きなが ら,神 の御手を

強 く感 じていました。神様がお られる

と確信 したわたしは,神 の喜ばれ る生

き方が したいと思うようにな り,本 屋

で 『聖書』 を買い求め,一 生

懸命読む毎 日となりました。

真理を求め始めて8年 後,末

日聖徒 イエス･キ リス ト教会

の宣教師の訪問を受け,『 モル

モ ン書』 と出会えた ときの喜

びは,筆 舌に尽 くし難い もの

があります。

毎 日,レ ッスンを受け,半 月

後 に主 の道 を歩 む証 と して,

主 人 とともに喜んでバプテス

マ を受けたのです。毎週 日曜
はらから み こと ば

日,同 胞 と御言葉 を学ぶ度に,

天父 とイエス･キ リス トへの愛が膨 ら

んでいきま した。

教会 に集 い始めて5年 後,神 様の愛

を知った者 として,ま だ神 を知 らない

人々に,わ たしなりに伝道 をしたいと

思うようになりました。障害とともに

聖徒の道/1997年8月 号

4

麹

野尻千穂子姉妹

生 きる喜びや感謝の気持ちを書いて,

新 聞に投稿 を始めたのです。わたしの

原稿は,毎 月掲載されるようにな り,

や がて読まれた方々か ら,体 験を話 し

てほ しい と講演 を依頼されるようにな

りました。
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｢世の光｣の 影響力
田中清姉妹の講演会を通して

沖縄那覇ステーク

欝 普天間ワー ド

金城 寛

会 外 の 人 で,教 会 の ホ ー ル が こ

｢教んなにいっぱい になるなんて…
…。｣3月15日,NHKテ レビで手話ニ

ュースのキ ャスターを務める田中清姉

妹の講演会が沖縄那覇ステークセ ンタ

ーで開かれ
,詰 めかけた約300人 が そ

の話 に耳と心 を傾 けま した。聴衆のほ

ぼ半分は,聴 覚障害者や地域の手話サ

ークルなど教会外の一般の参加者。講

演 とその後の交流 を通 して,障 害 を持

つ人々に対する田中姉妹の深い愛 と理

解が伝わってきました。そ して,純 粋

な愛は宗教や立場 の違いを超えて人々

の心を結びつけるということを実感さ

せ られ ました。

翌16日 には宮古支部でも開催されたこ

の手話講演会の特筆すべ き点は,沖 縄県

内のお もな新聞社 と放送局6社 に加 え,

県 と那覇市の身体 障害者福祉協会や地

域の手話サークルなど計11団 体が後援

を表明 し,協 力 して くれたことです。

新聞各紙が講演会の記事 を掲載 し,後

援に加わ らなかったNHKも,朝 のロ

ーカルニュースで
,宮 古の講演会の映

像を約1分 間報道してくれました。

報道機関や福祉団体 は,通 常特定の

宗教を応援 したりしません。しか し今回

の経験 を通 して,｢あ なたが たの光 を

人々の前に輝か し,そ して,人 々があな

たがたのよいおこないを見て,天 にい

ますあなたがたの父 をあがめるように

しなさい｣(マ タイ5:16)と い う主の

教えを田中姉妹のように実践するなら

ば,人 々を動かすことがで きる と感 じ

ました。

｢偽善者のラッパ｣で はなく

田中姉妹の講演会が沖縄 で開かれる

ことになったのは,宮 古支部の手話サ

ークルが教会広報部 に講師の派遣 を依

頼 したのが きっかけです。その結果,

末 日聖徒がその成功談や人生観などを

語って人々を啓発するスピーカーズ･

ビ ューローのプログラムを通 して,田

中姉妹 が派遣 され るこ とにな りま し

た。

宮古だけでな く,那 覇で も講演会が

開かれる ことが決 まった とき,｢こ れ

は教会の宣伝 になる｣と い う思いが,

ステーク広報ディレクターに召 された

ばか りのわた しの心 を♪ぎりま した。

でもこれは｢自 分の義 を,見 られるた

めに人の前で行 わない ように,注 意 し

なさい｣(マ タイ6:1)と い う主の勧

告に反します。

それに,わ た しはそれまで聴覚障害

者や難聴者を援助する活動 にかかわっ

たことがあ りませんでしたし,那 覇近

郊の教会に も手話サークルはなかった

ので,そ のような教会が突然手話講演

会を主催する理由を何 と説明 してよい

か,ほ んとうに困 りました。

そ して考えれば考えるほど｢偽 善者

たちが人にほめ られるため会堂や町の

中でするように,自 分の前でラッパ を

吹 きならす｣(マ タイ6:2)よ うな態

度ではな く,純 粋に聴覚障害者 と手話

への理解 を呼びかける必要があると強

く感 じました。

実際,後 援依頼で報道機関や福祉団

体を訪問 した とき,｢な ぜ今,教 会が

手話講演会を主催するのか｣と いう質

問をしばしば受けました。その度に正

聖徒の道/1997年8月 号

6

直に事情 を説明 し,誠 実な態度で理解

を求めるときに,最 初 は否定的だった

相手 の心が次第に開いていきました。

そ して,講 演会の話の概要(次 頁参照)

を文書で提 出することで,そ れを読ん

だ人々が心を動かされ,後 援の承諾を

得ることができたのです。

真の奉仕

講演会の内容は,新 聞で紹介 された

とお りですが,講 演会 の後,教 会のホ

ールや通路
,庭 で,田 中姉妹の周 りに

は聴覚障害者や地域の手話サークルの

会員たちの輪がいつ までも絶えません

で した。それらの人々の表情は,喜 び

にあふれていました。ある高等評議員

は｢彼 らと田中姉妹の結びつ きは,教

会員が入 り込む余地がないほどだ｣と

の感想を漏 らしたほどです。それもす

べて｢偽 善者のラッパ｣で はな く,ほ

んとうの｢光｣の 影響 です。

広報の手引 きには｢真 の奉仕は何の

条件 も伴わず,隠 れた動機はそこに存

在 しない。 また私心がな く,報 いを期

待することもない。一緒 に働 く相手が

教会に関心 を示そうと示す まい と,一

般の教会員や広報役員の召 しを受けた

人は,地 域社会での奉仕 に従事すべ き

である｣と 記されています。また広報

活動 と伝 道活動は｢明 確 な線引 きを し

なければな らない｣と も記 されてい ま

す。

これは結局,教 会員が,下 心のない

ほん とうに親切 な人 になることを求め

られているということです。そ してそ

れ こそ が,わ た したちが｢世 の光｣

(マタイ5:14)と な る最も効果的な方

法 なのか もしれませ ん。今回の講演会
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札 幌 ステー ク･ボ ーイスカウ ト札
幌第23団 のボーイ隊は,開 拓者

の旅150周 年 記念行事 として,札 幌厚

別 ワー ドか ら隣町の岩見沢支部 までの

43キ ロを2泊3日 で野営 しなが ら踏破す

るという｢開 拓者 の旅｣計 画 を立て,

去 る5月2日 か ら4日 の行程で成 し遂 げ

ました。野営 に必要な個人装備 は,北

海道の寒冷 を考慮す ると5キ ロか ら10

キ ロの荷物 とな り,歩 く距離か らいっ

ても過酷 なハイキ ングで したが,そ れ

ぞれが 目標達成の満足感 と信仰 を強め

る結果とな りました。

5月2日 午後4時 と午後5時 出発の2班

に分かれ,指 導者3人,ボ ーイ隊13人,

シニァ隊1人,総 勢17人 が 厚別 ワー ド

を出発 しました。1日 目の予定の14キ

ロを歩 き,日 がとっぷ り.と暮れたころ,

南 幌町に到着。まずは元気 に第1行 程

を終了 しました。

この 日ス カウ トた

キロです。テン ト撤収 と食事の支度に

手間取 り,予 定 より1時 間遅れの午前9

時30分 に ようや くスター ト。この 日は

部分参加の2人 と別れ ましたが,途 中

参加 の2人 を加 え,ス カウ トたちは元

気十分。社会奉仕活動 として,道 端の

空 き缶拾いを しなが らのハイキ ングで

す。空 き缶の多い こと多いこと,ご み

袋はす ぐにいっぱいにな りました。

目的地の岩見沢公園に着 くころには

全員が疲労こんぱいの状態 となり,少 し

歩いては休憩 といった具合で到着予定

時間を大幅にオーバーして しまいした。

到着後は,テ ン ト設営,食 事の準備

です。 これまでの訓練が物を言い,み

んな着々 と作業を進めました。 しか し

さすが にこの 日はテン トの中で騒 ぐ者

もな く,皆,眠 りをむさぼ りました。

5月4日 の最終行程は,岩 見沢公園か

ら岩見沢支部 まで6キ ロを歩 きました。

岩見沢 支部 の皆 さんが総

ちは,ま だテントの 権

嚢繋i蔑
5月3日 の第2行 程 は231

藪

会 に出席することがで きました。

今回の計画を通 して,わ た したちは

遠 く150年 前 の先人の苦難 を感 じる と

ともに,途 中体調 を崩 した仲間を介抱

した り,人 の荷物 を担 った りして,互

いに苦難を軽 くす るように助 け合 う友

情を見ることがで きま した。 また,困

難な場 にあって,し ば しば円陣を組み

祈 りをささげ ることによ り,柔 和 な心

と力を得たことは,わ たしたちに とっ
あかし

てすば らしい証 とな りました。(に し

だ･た かお)

●以下,青少年たちの証を抜粋して紹介します。

★たとえほんの少しの距離でも,開 拓者の旅

を体験することがでぎ,と ても感謝していま

す。彼らのおかげで,今 わたしたちは福音生

活を送ることができます。

★信仰を守るために2,000キ ロを歩き続けた

開拓者の気持ちが,少 し分かったような気が

します。また,｢知 恵の言葉｣の 約束が真実で

あるという証を得ました。

★1か 月前に足を骨折していたので,途 中,

足が痛くなったりしましたが,神 様が助けて

くださいました。

★5キ ロ歩いた時点で足が痛くなってきまし

た。我慢してひたすら歩ぎ続けました。開拓

者の苦労が分かりました。

★出発の前の日,熱 がでました。行く前にお

祈りをして行ったら,熱 がでないで最後まで

頑張れました。神様に感謝します。

★｢走 っても疲れ〔す〕､歩いても弱ることはな

い｣と いう言葉を信じて参加しました。ぼく

は知恵の言葉を守っているので､途中でも終わ

ってからも疲れませんでした。

★途中は晴天に恵まれていたけれど,43キ ロ

の道のりを歩き切った途端に雨が降ってきま

した。神様の助けだと思います。□

聖徒の道/1997年8月 号
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新しい局面を迎える家族歴史の業
地域家族歴史ア ドバイザー補助

森村 久男

1982年,日 本で初めての

｢人名抄出プログラム｣と いう

画期的な業が開始されました。

今,こ こまで来たわたしたちの歩みを

また将来における日本の家族歴史の

ビジ ョンをご紹介 しましょう。

_鍵

　 　　　

購灘蕪
蹴灘 灘礁繋 撒灘
轡羅 熈齢 論 靴

盤 羅鱒 繁 嚢

讐懸 襲 聖 筆争 峯
鷹縢 帝.劉 熾 鼎 一 謬

灘舞撒 灘

響華襲 難 甑 家族勲 繭 縮 仰生1舌
　 　　　　 ぷ　　
諜 鰹 難轍轟欝 の中に根を下ろしていることの
　
　　 　 　カ 　 ガロ　

㌦ ゴ罫論 証拠と言えるでしょう。

一舷 耀｢家 族の記録｣の 提 出枚数

鎧 藩幅 は
,毎 年2万5,000枚 か ら3万 枚

嚢 ∴難 で,一 枚当たり約16人 の名前
謡 ㌦牌謡 誌

が神殿に送られています。た
㎜㍗ だ し

,詳 細 に見てみる と1985

{･遜 年以降の記録提出枚数のうち

そっそ ふ ぽ

曾祖父母 までの家族の記録を作成するこ

とは比較的容易です。そのために日本で

は4代 家族歴史探求を会員の基本的な務

めとして奨励して きました。まずは現在

まで,こ の業が どんなペースで進んでき

たかを振 り返ってみましょう。

1980年12月 に東京神殿が献堂

され,そ の後少 しずつ家族の記

録 の提 出が増 え始 めま した。

1985年 以 降は安定 した状況で,

毎 年ほぼ4万 人から5万人 もの名

前が提出されています。この数

字の背景には聖徒たちの信仰 と

祈 り,努 力,経 済的負担があり

は明治5年 に戸籍制度がで きて記録が

保管 されています。一部の地域では,

戦災や震災などで焼失している場合も

ありますが,大 多数の会員にとっては,

戸籍謄本を利用して4代すなわち自分の

の約半数は,一 人 で100枚 以 上提 出し

た少数の会員の働 きに よるもので,一

部の熱心な方 に依存 している とい う傾

向が地域 によっては見受けられます,提

出者の約半数は,い まだ10枚 未満 にと

どまってい ます。残念 なことではあ り

ますが,ま たこれか らか楽 しみである

とも言えます。

か りにこのような方 々がいったん中

止 した作成作業 を再開 し,4代 家族歴

史を完成させるならば,数 十万の死者

に救いの手 を差 し伸べ ることが可能 に

な り,霊 界で待 っている先祖が大勢喜

んで くれることになるでしょう。ただ

し枚数が問題ではなく,い かにして先

祖 を救 うかとい う精神が大切であるこ

とは言 うまでもあ りません。

一方
,東 京神殿での神殿儀式執行能力

は最近,非 常 に伸びてきました。エンダ

ウメントは毎年4万 人か ら7万人の緩やか

な増加傾向にあ り,バ プテスマに至って

はここ数年急激に伸び,10万 人 を超えて

います。全国各地か ら大勢の教会員が多

大な犠牲 を払い,神 殿参入 を心がけてい

ることが,こ の ような目を見張る結果 と

なって表れているのです。

昨年 ヒンクレー大管長が訪 日された

際,｢こ の国にこれだけの力 が･… 。｣

(『聖徒の道』1996

年8月号,ロ ーカル

p.7)と 感 じられた

理由の一つは,日

本の会員の霊性が

神殿儀式を通 して

高め られているか

らではないでしょ

うか。

またデー タによ

ると,提 出 された

死者の人数よ り神殿

儀式数が上回っている

年度が多いことに気づ き

ます。 自分 の家族歴史にまだ着手 して

いない方,途 中で中断 している方,資 料

を入手 してはいるが完成 させていない

方は,ぜ ひ先祖 の救いのために一歩 を

踏み出 していただきたいと思います。

聖徒の道/1997年2月 号
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現在では日本の人名抄出者 も35人 と

な りました。これ らの入々の献身的な

働 きによって,江 戸時代 の繁栄を下支

え した大勢の人々に,キ リス トによる

救いの機会を提供できます。実 にすば

らしいことです。

コンピ ューター による家族歴 史探求

●

ところで,諸 外国(ア ルフ ァベ ット

言語使用諸 国)で の家族歴 史探求 は,

どのような方法でなされているのでし

ょうか。 もちろん,祈 り求め,努 力 を

し,到 達す る課程は 日本 と共通 してい

ます。 しか し,大 きな違いはコンピュ

ーターを使って家族 の記録 を作成 して

いることです。家族歴史のコンピュー

ターシス テム とは どの ようなものか,

どの ような利点があるのか,そ れをご

紹介するために,ま ずはアメ リカ合衆

国ユ タ州 のユ タ系 図協会,グ ラナ イ

ト･マ ウンテン記録保管庫へ飛 んでみ

ましょう。

*

ソ ル トレーク･シ ティー中心部よ り

車で30分 の峡谷 に,全 山がかこう岩で

覆われた岩 山があ ります。その中腹 に

6本 の トンネルが掘 られ,マ イクロフ

ィルムを保管す る施設がつ くられてい

ます。1938年 か らマイクロフィルムに

よる記録の収集活動が始められ,現 在

で は53か 国で250人 の カメラオペ レー

ターが,出 生･結 婚･死 亡 に関する証

明書,遺 言状,移 民記録,戦 没者記録,

そ の ほか膨 大 な資料 を撮 影 してい ま

す。毎年,収 録 され,カ タログ化 され

る1億 ペー ジ相 当の記録 は,マ イ クロ

フィルム5万 本,マ イクロフィッシュ2

万5,000枚 に及びます。そ して今,100

フ ィー ト(約30メ ー トル)巻 きマイクロ

フィルムに して200万 本 が,最 適 の温

度･湿 度に保 たれた専用保管庫 に収納

されてい ます。総計20数 億 人に上 る

人々の記録が ここにあ ります。 これら

膨大な資料 の一部が,コ ンピューター

による家族歴史探求 システムのために

データベース化されているのです。

*

わ た しがか りにカナ ダに住 んでい

て,こ れから家族歴史の探求 を始める

とします。わたしは最寄 りの家族歴史

セ ンターへ行 ぎ,そ こに設置 されてい

るパ ソコンの前 に座 ります。パ ソコン

には｢フ ァミリー･サ ーチ｣(日 本 語

直訳 家族探求)と い うシステムが

入 っていて,そ の中の｢ア ンセス トラ

ル･フ ァイル｣(先 祖 ファイル)を 呼

び出すことがで きます。そ こにはすで

に700万 以 上の家族の情報が入力 され

てお り,個 人の出生･結 婚･死 亡情報 を

知ることがで きます し,系 図表や家族

の記録の形式で画面に呼び出すことも

で きます。また,

そ れらの情報の

提供者や連絡先

も検索でき,互

いに情報 を交換

す ることがで き

ます。わた しは

自分の血縁者 な

どの情報がある

か どうか調べ ま

聖徒の道/1997年2月 号
■A

す。

続いてわたしは｢フ ァミリー･サ ー

チ｣の 中にある｢家 族歴史図書館蔵書

目録｣を 呼び出 して,ユ タ系図協会や

中央家族歴史図書館 で所有 している書

籍やマイ クロフィルムの請求番号を調

べます。図書館 を通 じて安い費用で書

籍や フィルムの写 しを取 り寄せ,セ ン

ターにある機器 を使 って読 むことがで

きます。そ こにわた しの血縁者 などの

記録が見つけられるかもしれません。

そ ういったことと平行 して,自 分 で

も資料集めに努力す る必要のあること

はもちろんです。資料,情 報が少 しず

つ集 まって きました。家族の記録作成

段階に入 ります。

教会 の開発 した｢パ ーソナル･ア ン

セス トラル･フ ァイル｣(個 人 の先祖

ファイル,略 称PAF)と い うパ ソコン

ソフ トを35ド ルで購入 します。同 じよ

うな機 能のソフ トが市販 されてお り,

数種 の中か ら選択で きます。PAFは,

個 人の家族歴史情報を入力すれば,家

族単位 に記録をまとめて｢家 族の記録｣

や｢系 図表｣な どを自動的に作成 して

くれるという便 利な ものです。 また,

PAFに 入 力 した個人情報を,セ ンター

に ある｢フ ァミリー･サ ーチ｣を 通 し

て｢ア ンセス トラル･フ ァイル｣へ 情

報提供 し,ま た逆 に欲 しい情報 を抜 き

出すこともできるのです。そのように

して家族の記録が徐 々に出来上が り,

儀 式をしたい先祖の名前 も見つか りま

す。また,情 報は教会員のみならず一

般の方 にも公開されていて,一 般 の方

か らも情報提供が行 われています。

神殿に提出 したい死者の名前 と情報

は｢フ ァミリー･サ ーチ｣中 にある

｢テ ンプル･レ デ ィ｣(日 本 語直訳

神殿準備完了)と いう機能 を使 ってフ

ロ ッピーデ ィス クに落 とされます。そ
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現 在,家 族歴史活動 関連の働 きは,

人名抄出のための史料収集 と抄 出作業

に限定されていますが,将 来は多様化

してい きます。古文書解読,人 名抄 出

作業,ま た家族歴史セ ンターの運営な

ど多種多様の人材が求め られることに

な ります。何百万人 ものデー タベース

を作ることを考えると,入 カーつ取 っ

ても,想 像 もで きない人力･時 間 を要

求される大事業であることがお分か り

でしょう。パー ト,フ ルタイム,自 宅

勤務,家 族歴史セ ンター勤務 といろい

ろな形態で奉仕 の機会が生 じて きま

す。通常の教会の責任,伝 道,神 殿 で

の奉仕 に加えて,家 族歴史宣教師の召

しも,ぜ ひ人生の設計図の中に入れて

いただきたいと思います。高齢化社会

の到来といわれる昨今,定 年 を迎えら

れた方々の世代パワーが大いに求めら

れる時代がや って来ています。第二 の

人生における大 きな奉仕 と祝福の機会

がわた したちを待 っているのです。

｢フ ァミリー･サ ーチ｣を 搭載 した

コンピュー ターやマイクロフィルム読

取機 を備 え,家 族歴史宣教師が優 しく

家族探求の仕方を教 えて くれる｢家 族

歴 史セ ンター｣。みなさんのステークや

地方部にあったらどうで しょうか。 き

っ とみなさん と先祖の結びつ きをもっ

と強い ものに してくれることでしょう。

*

これ らは夢 でしょうか。いいえ,一

日も早 く実現す るため に｢地 域家族歴

史ア ドバ イザー｣が 召 されているので

す。｢地 域家族歴史ア ドバイザー｣は,

地域会長会 より任命 を受け,会 員のみ

なさんが喜んで先祖の探求 をし,家 族

の歴史を作成 して神殿に提出する尊い

御業のお手伝 いをす ることが第一の務

めです。各地でファイヤサイ ドを開き,

参 加者 の方々を援助 し,4代 家族歴史,

人名抄出プログラムを推進 します。

そ して同時に大切 な責任は,日 本に

おける5年 後,10年 後 の家族歴 史のビ

ジ ョンを設定することです。 日本独 自

の文化(戸 籍制度,氏 名漢字表記,毛

筆に よる記録保存 など)の 中で将来,

家族歴史を集大成 してい く,そ の実現

に向けて難題 を一つ一つ解決してい く

ことです。そのために,会 員の皆 さん

の応援 と協 力がぜ ひ とも必要 なので

す。(も りむら･ひ さお)

現在,｢地 域家族歴史 ア ドバ イザー｣は,津 村

又 三郎兄 弟(東 京 西ス テー ク)。 補 助は松 本

潔兄弟(東 京 西ステーク)･森 村 久男兄弟(町

田ス テー ク)の2人 です。

あ び こ

我孫子ステークでは12人 の

人名抄出者が,さ らに多く

の死者の方を古文書から探

し出せるようにと月に一度

古文書解読勉強会を開いて

います。そこで今回は,人

名抄出者の一人である牛久
ね もとよう こ

ワー ドの根本耀子姉妹にお
あかし

話と証を伺いました。

探求する家族に愛晴をそそいで
～神様との共同作業から受ける祝福～

◆まず,姉 妹の召しについて教え

てください。

わた しは1995年 に ステー

クの人名抄 出者の一人 と し

て召 されま した。人名抄 出

の業 に携わることによって,

死 者 を探 し求める こと,そ

して我 々の子 孫 と先祖 を結

ぶ ことが どれほ ど大切 な責

任で あるかが 分かって きま

した。そ してこの ことに関

するわた しの証 は,この2年 間

でほんとうに深 まりました。

人名抄 出の記録 には,名

前の ほか に身分,財 産,年

齢,地 位 といった もの まで

記入 され ているんです。何

十人 もの使用 人 を雇 って い

た裕福 な人 や,幼 い ころか

ら奉公 に出された人,今 の

日本で は考 え られない よう

な貧 しい生活 を していた農

民,い ろん な人が い ます。

特 に,そ うい う貧 しい人た

ちについ てはその生活の苦

労が紙面 を通 して伝 わって

くるんです ね。読んでい て

時 々胸が締 めつけ らるこ と

があ ります。 で も福音のす

ば らしい ところはそ うい っ

た身分 に関係 な く,こ う し

て救 いの道が備 え られてい

る とい うこ とです。救い に

は財 産 とか,地 位 だ とか は

関係 あ りませ んか ら。福音

に よってそ の方 たちの重荷

が軽 くなる わけ です よね。

そのお手伝 いがで きる こと

はほん とうに幸せ だな と思
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